
八
月
十
三
日

先
週
の
日
曜
日
は
張
鼓
峯
事
斐
の
紀
念
日
で
外
出
な
く
、
今
日
は
待
ち
に

待
っ
た
大
黒
河
見
學
は
許
可
さ
れ
た
。
風
邪
つ
氣
や
下
痢
氣
味
で
昨
日
は
作

業
を
休
ん
だ
者
も
、
残
さ
れ
て
は
一
大
事
と
相
常
無
理
し
て
朝
か
ら
元
氣
を

誇
張
し
て
見
せ
て
ゐ
る
、
騨
ま
で
は
軍
の
好
意
で
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
る
、
十
一

時
出
痰
、
黒
龍
江
を
右
に
眺
め
て
高
原
の
中
腹
を
走
る
鷲
が
飛
ん
で
茨
金

子
、
紳
武
屯
を
過
ぐ
れ
ば
間
も
な
く
黒
河
の
街
は
望
ま
れ
た
す
ぐ
騨
に
着

い
た
。
満
洲
國
官
吏
の
案
内
で
繁
華
な
支
那
街
を
通
つ
て
兵
士
ホ
ー
ム
に
案

内
さ
れ
御
婦
人
辿
に
湯
茶
の
接
待
を
受
け
中
飯
を
取
る
、
小
憩
し
て
黒
龍
江

岸
の
小
高
い
慮
に
あ
る
招
魂
社
に
参
拝
す
、
す
ぐ
下
に
は
黒
龍
江
は
洋
々
と

し
て
流
れ
て
ゐ
る
。
劉
岸
ソ
聯
の
ブ
ラ
ゴ
ェ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
の
街
は
静
か
に

美
し
い
が
江
岸
に
幾
重
に
も
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
鐵
條
網
は
明
瞭
に
観
取
ら

れ
軽
燥
機
の
如
き
は
、
し
き
り
に
遊
飛
し
て
始
め
て
見
る
國
境
は
不
氣
味
に

も
恐
ろ
し
い
。
是
よ
り
江
岸
づ
た
い
に
埠
頭
に
出
る
、
大
筏
は
無
敷
に
繋
留

し
て
其
の
上
に
多
勢
の
婦
女
子
が
遊
ん
で
ゐ
る
、
洗
潅
を
し
て
居
る
者
も
あ

る
、
吾
々
も
其
の
筏
を
越
え
て
五
、
六

0
0噸
位
の
貨
物
船
の
上
甲
板
に
子

仇
の
如
く
に
乗
せ
て
も
ら
っ
た
。
ソ
聯
の
仕
掛
も
猶
能
く
視
よ
う
と
の
心
も

あ
っ
た
。
折
角
束
た
の
で
黒
龍
江
の
水
で
顔
を
洗
つ
て
見
た
。

黒
河
の
街
、
黒
龍
江
の
夕
古
在
は
宜
に
詩
的
だ
っ
た
、
麻
西
亜
人
で
あ
ら
う

涼
風
に
流
れ
来
る
「
ギ
タ
」
の
年
11

に
、
柄
に
も
な
く
惑
偽
に
誘
は
る
4

を
覺

え
た
。何

慮
と
も
な
く
街
を
歩
い
た
、
遇
然
に
も
芝
居
小
屋
の
前
に
出
た
の
で
中

ヘ
這
入
る
相
裳
立
賑
な
舞
点
で
宮
本
武
蔵
張
の
勇
士
が
出
る
。
奴
も
出
る

奴
を
な
ぎ
倒
し
て
ゐ
る
、
忠
臣
ら
し
い
、
何
か
盗
詞
を
云
つ
て
居
る
が
皆

第
三
條

第
一
條

第
二
條

目
解
ら
な
い
、
王
様
の
様
な
人
が
出
て
勇
士
は
平
伏
し
た
。
金
屈
性
の
楽
器

は
や
た
ら
に
唯
し
か
っ
た
、

言
業
が
解
ら
な
い
の
で
十
人
ば
か
り
無
料
で
見

た
。
時
間
も
た
っ
た
し
騨
ま
で
は
大
分
の
距
離
な
の
で
マ
ー
チ
ョ
に
乗
っ
て

蹄
ろ
う
と
之
を
拾
っ
た
が
仲
々
高
い
事
を
云
ふ
、
通
り
合
せ
の
同
邦
人
は
仲

に
入
っ
て
安
く
負
け
さ
し
て
臭
れ
た
、
や
つ
ば
り
日
本
人
は
親
切
だ
。

奉
仕
隊
は
八
月
二
十
一
日
朝
、
兵
士
た
ち
に
見
送
ら
れ
て
帰
途
に
つ
い
た
。

翌
日
ハ
ル
ビ
ン
着
、
夕
刻
出
発
し
て
新
京
、
奉
天
を
経
て
二
十
―
―一
日
大
連
着
。

大
連
、
旅
順
を
見
学
し
て
二
十
五
日
出
港
、
二
十
七
日
神
戸
に
上
陸
し
た
。

参
加
し
た
学
生
た
ち
の
多
く
は
大
陸
の
風
物
に
魅
了
さ
れ
た
ら
し
い
。
石
川

氏
は
そ
の
た
め
翌
年
卒
業
す
る
や
瀾
洲
へ
渡
っ
て
就
戦
し
、
大
村
氏
も
再
び
満

洲
へ
赴
き
、
蒙
澗
学
院
に
入
学
し
た
。
し
か
し
、
賠
県
の
時
代
は
す
ぐ
そ
こ
に

迫
っ
て
来
て
い
た
。
小
林
道
彦
と
益
田
卯
咲
は
戦
死
し
て
い
る
。

⑯

臨
時
セ
メ
ン
ト
教
室
開
設

昭
和
十
四
年
十
二
月
二
十
七
日
、
本
校
が
文
部
省
に
申
詰
し
た
臨
時
セ
メ
ン

ト
美
術
教
室
設
置
の
件
が
許
可
さ
れ
た
。
規
程
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

臨
時
セ
メ
ソ
ト
美
術
赦
室
規
程

本
校
二
臨
時
セ
メ
ソ
ト
美
術
数
室
ヲ
四
ク

本
赦
室
ヲ
セ
メ
ソ
ト
彫
塑
部
、
セ
メ
ソ
ト
エ
藝
部
二
分
ッ

各
部
修
業
期
間
ハ
一
箇
年
、
授
業
細
目
及
時
敷
ハ
別
二
之
ヲ
定
ム

本
数
室
ノ
定
員
ハ
雨
部
ヲ
合
、
ン
テ
約
十
名
ト
ス

、
但
シ
時
宜
二
依

リ
其
員
敷
ヲ
増
減
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
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第
八
條

第
六
條

第
七
條

第
五
條

第
四
條

兼
修
志
笙
者
盆
学
年
ノ
始
二
於
テ
七
メ
ソ
ト
彫
塑
部
、
叉
ハ
七
メ

ソ
ト
工
藝
郡
ノ
一
ヲ
選
ヒ
兼
修
願
書
ヲ
提
出
ス
ヘ
シ

本
放
室
ノ
課
程
ヲ
兼
修
、
ソ
得
ル
者
ハ
本
校
各
科
部
第
二
根
年
以
上

ノ
在
學
者
中
宜
技
成
績
優
秀
ニ
シ
テ
裳
該
科
部
ノ
推
鷹
二
係
ル
者

ニ
限
ル

兼
修
志
差
者
定
員
ヲ
超
過
セ
ル
場
合
ハ
詮
衡
ノ
上
許
否
ヲ
決
ス

兼
修
二
要
ス
ル
宜
習
費
ハ
生
徒
各
自
ノ
負
捲
ト
ス

兼
修
二
就
テ
ハ
本
校
ノ
試
瞼
規
定
ヲ
適
用
七
ス
ト
雖
兼
修
ヲ
修
了

シ
タ
ル
者
ニ
ハ
考
査
ノ
上
兼
修
證
書
ヲ
授
典
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

兼
修
者
二
就
キ
テ
ハ
特
二
規
定
ス
ル
モ
ノ
4

外
本
校
生
徒
二
開
ス

ル
規
程
ヲ
準
用
ス

附
則

本
規
程
ハ
昭
和
十
五
年

一
月
八
日
ョ
リ
之
ヲ
施
行
ス

臨
時
セ
メ
ソ
ト
美
術
放
室
教
授
細
目

一
、
セ
メ
ン
ト
彫
塑
部

1
、
セ
メ
ン
ト
概
説
（
講
義
）

2
、
セ
メ
ソ
ト
基
礎
工
作
（
講
義
卜
宜
習
）

3
、
セ
メ
ン
ト
ノ
着
色
卜
塗
装
（
講
義
卜
宜
習
）

4
、
セ
メ
ン
ト
彫
塑

（
宜
習
）

一
、
七
メ
ン
ト
工
藝
部

ー、

セ
メ
ソ
ト
概
説
（
講
義
）

2
、
七
メ
ン
ト
基
礎
工
作
（
講
義
ト

11習）

3
、
七
メ
ソ
ト
ノ
消
色
卜
塗
装

4
、
七
メ
ソ
ト
工
藝
（
宜
習
）

年

文
部
大
臣
宛

月

候
也

日

學
校
長

同
教
室
設
似
の
理
山
は
左
記
の
上
申
因
（
控
。
別
紙
省
略
）
に
明
ら
か
で
あ

る
。

臨
時
七
メ
ソ
ト
美
術
赦
室
規
程
許
可
方
上
申
ノ
件
碕
噸
い
謬
発
送〕

日
本
ボ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
同
業
會
専
務
理
事
畑
中
善
造
ョ
リ
美
術
宜
材

並
二
普
通
教
育
手
エ
用
材
料
ト
シ
テ
ノ
七
メ
ン
ト
使
用
工
作
法
ノ
研
究
牧
ヲ

寄
附
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ
付
志
望
ノ
生
徒
二
之
ヲ
宜
習
セ
シ
ム
ル
タ
メ
別
紙
ノ
通

リ
臨
時
ゼ
メ
ソ
ト
美
術
赦
室
規
程
ヲ
設
ケ
度
候
間
御
許
可
被
下
度
此
段
上
申

ボ
ル
ト
ラ
ソ
ド

・
セ
メ
ソ
ト
同
業
会
の
寄
附
金
は
昭
和
十
五
年
度
が
三
千
円

で
、
同
十
七
年
度
に
は
セ
メ
ン
ト
統
制
会
会
長
浅
野
総

一
郎
よ
り
三
千
円
の
寄

附
が
な
さ
れ
た
。

セ
メ
ン
ト
工
芸
に
関
し
て
造

同
教
室
は
森
田
亀
之
助
が
主
任
を
兼
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
実
際
上
の

指
尊
者
と
し
て
は
、
昭
和
十
五
年
一
月
二
十
二
日
付
で
矢
崎
好
幸
が
講
師
に
採

用
さ
れ
た
。
矢
崎
は
明
治
二
十
七
年
九
月
二
十
日
山
梨
県
に
生
ま
れ
、
大
正
四

年
同
県
師
範
学
校
を
卒
業
し
、
同
校
教
諭
を
長
く
つ
と
め
、
昭
和
十
四
年
に
退

職
し
た
。

そ
の
間
、

図
画
お
よ
び
手
エ
教
育
の
分
野
で
活
躍
し
、
『染
色
芸
術

ク
レ
オ
ン
染
』
（
大
正
十
四
年
）
、
『
中
学
校
作
業
ノ
ー
ト
』
（
昭
和
六
年
）
、
『
創

作
版
画
ノ
作
リ
方
』
（同）
、
『
卵
殻
モ
ザ
イ
ク
ノ
作
リ
方
』
（
同
八
年
）
、
『セ

メ

ソ
ト
工
芸
』
（
同
十
年
）
、
『最
新
図
案
教
程
』
（
同
十

一
年
）
、
『
実
技
詳
解
七
メ

ン
ト
工
』
（
同
十
四
年
）
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。
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詣
が
深
く
、
昭
和
七
年
に
は
教
育
上
に
利
用
し
た
セ
メ
ソ
ト
工
芸
の
研
究
に
対

し
て
山
梨
か
ら
賞
金
を
授
与
さ
れ
、
各
地
で
セ
メ
ン
ト
講
習
会
を
指
母
し
、
仝

国
セ
メ
ン
ト
作
品
展
審
査
員
な
ど
も
っ
と
め
た
。
『
帝
国
工
芸
』
（
第
九
巻
第

二

号
。
昭
和
十
年
二
月
）
に
は
そ
の
功
績
が
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

七
メ
ン
ト
の
エ
藝
的
利
用
山
梨
縣
立
師
範
學
校
赦
諭
矢
崎
好
幸
氏
（
本

會
會
員
）
は
大
正
十
二
年
の
闊
東
大
震
災
の
復
興
に
際
し
幣
し
き
七
メ
ン
ト

が
需
用
さ
れ
た
有
様
を
見
て
、
土
木
や
建
築
の
み
で
な
く
、
更
ら
に
そ
の
効

〔
マ
マ
〕

用
範
園
を
披
大
し
て
工
藝
方
面
に
も
利
用
せ
ん
と
考
を
起
し
雨
束
十
餘
年
に

亘
つ
て
苦
心
研
究
を
績
け
、
最
近
に
至
り
漸
く
加
工
混
合
剌
、
着
色
材
、
セ

メ
ン
ト
工
作
新
技
法
等
を
装
見
し
て
七
メ
ン
ト
エ
藝
の
一
般
化
を
甚
礎
づ
け

た
。
こ
の
新
技
法
に
よ
れ
ば
、
混
合
剤
の
多
少
に
よ
っ
て
七
メ
ン
ト
は
柔
硬

を
自
由
に
調
節
さ
れ
宛
も
飴
細
工
の
様
に
扱
ふ
こ
と
が
出
来
る
ば
か
り
で
な

く
、
従
来
全
く
不
可
能
と
さ
れ
て
ゐ
た
硝
子
と
七
メ
ン
ト
の
密
済
も
出
来

る
。
且
つ
着
色
も
自
由
と
な
っ
た
た
め
、
思
ひ
通
り
の
型
思
ひ
通
り
の
色
の

工
藝
品
を
生
み
出
す
こ
と
が
出
来
、
し
か
も
セ
メ
ン
ト
特
有
の
堅
牢
さ
と
、

獨
自
の
美
術
的
風
格
を
有
し
、
そ
の
製
品
は
彫
刻
家
方
面
か
ら
も
推
賞
さ
れ

て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
そ
の
利
用
範
園
は
頗
る
廣
く
、
試
作
品
に
付
て
そ
の
一
斑

を
畢
げ
れ
ば
、
空
瓶
に
セ
メ
ン
ト
で
装
飾
を
施
し
た
花
瓶
、
電
氣
ス
ク
ン

ド
、
玩
具
、
文
鎖
、
柱
掛
等
を
は
じ
め
大
理
石
、
タ
イ
ル
の
代
用
品
と
し
て

建
築
に
も
利
用
さ
れ
、
粘
土
、
石
秤
と
並
ん
で
そ
の
エ
藝
化
が
期
待
さ
れ
る

に
至
っ
た
。

臨
時
七
メ
ン
ト
美
術
教
室
の
授
業
は
毎
週
木
、
金
耀
日
の
第
五
、
六
、

t
 

1

、

ヒ一
ー

限
に
限
り
、
臨
時
セ
メ
ン
ト
美
術
教
室
（
図
画
師
範
科
の
向
っ
て
右
隣
り
）
で

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
授
業
開
始
は
昭
和
十
五
年

一
月
二
十
五
日
で
、
兼

修
志
望
者
は
彫
刻
科
と
工
芸
科
の
生
徒
が
そ
の
大
半
を
占
め
、
当
初
は
三
年
生

二
十
三
名
、
四
年
生
三
名
が
兼
習
し
た
。
な
お
、
同
教
室
は
昭
和
十
九
年
の
本

校
改
革
の
際
に
廃
止
さ
れ
、
そ
の
時
矢
崎
も
森
田
も
退
職
し
た
。

⑰

渡
辺
素
舟
の
中
国
旅
行

図
案
家
渡
辺
素
舟
（
本
名
清
重
郎
）
は
明
治
二
十
三
年
十
一
月
十
六
日
に
生

ま
れ
、
愛
知
県
立
第
一
中
学
校
、
明
治
大
学
高
等
予
備
学
校
を
経
て
大
正
五
年

に
東
洋
大
学
専
門
部
を
卒
業
。
そ
れ
と
同
時
に
『
図
案
工
芸
』
の
編
集
に
従
事

し
、
装
飾
美
術
家
協
会
々
員
（
大
正
八
年
）
、
工
芸
通
信
社
同
人
（
同
十
一
年
）
、

工
芸
家
聯
盟
同
人
（
同
十
二
年
）
、
可
志
和
会
同
人
（
同
年
）
、
元
型
同
人
（
同

十
五
年
）
と
し
て
図
案
の
研
究
を
続
け
、
日
本
工
芸
美
術
会
第
一
回
展
煎
会
審

査
員
（
同
十
五
年
）
、
七
人
社
顧
問
（
昭
和
七
年
）
、
帝
国
工
芸
会
嘱
託
（
同

年）
、
東
京
高
等
工
芸
学
校
隅
託
（
同
年
）
、
商
業
美
術
家
協
会
顧
問
（
同
一――

年）
、
美
術
評
論
家
協
会
会
員
（
同
四
年
）
、
帝
国
美
術
学
校
講
師
（
同
六
年
）
、

白
木
屋
美
術
部
顧
問

（
同
七
年
）
、
多
摩
帝
国
美
術
学
校
教
授
（
同
十
年
）
、
『エ

芸
美
術
』
監
輯
（
同
十
一
年
）
、
日
本
図
案
家
聯
盟
常
務
理
事
（
同
年
）
、
日
本

漆
芸
院
贅
助
員
と
な
っ
た
。
大
正
、
昭
和
期
の
工
芸
図
案
界
の
代
表
者
の
一
人

で
、
著
書
も
多
く
、
本
学
所
蔵
自
筆
履
歴
書
に
は
昭
和
十
三
年
十
二
月
現
在
ま

で
の
編
著
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
図
案
工
藝
年
鑑

一
窓
飾
椋
準
図
案
集

大
正
十
五
年
度

昭
和
二
年
四
月

図
案
工
藝
社
刊

平
安
堂
刊

第2窪 制度確立）関 804 


